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現韻の敏郎が簡叫にペ-パーで慨Ilに実施で きるよ うな関心 ･患欲 ･態度 の評
価方法について研究 してみ るこ とに した.秤.価 をす るにあた っては､オー プンエ
ン ドのTFT)櫛 を使 って授業 を行 った後､オープンエ ン ドの関原 の特繁 であ る僻 の多
様性 を清川 した評価方法 を検糾 し､実僻の現場や TA.で実施 してみ た｡そ して､
実際の指脚 部例か ら､ 自分の仮説に基づ いた評価 をす ることに よって実際 に どの
よ うな特徴がでて きたかについて述べ ると
1.研究の軌槻
現場では､継銃的 ･早期的な関心 ･唐欲
･憶度の評価をするにあたり､机r汀J巡視によ
る地類･釆偶や発雷の時の様子 ･ノー トなど
の点検 ･授業の感想等様々な肝他方法則 伽､
て評価方法にあたっているが､これらのpaf･仙
方法は時r別がかかったり､敏郎の主観が入り
すぎて評価の信頼性を浦たすと苗いgJれない
などのrBl地点も多く生じている｡
このことから､現収においてすぐに址え､
かつ時間をかけずに評価できるようなl臥し､･
辞林 ･懐妊の評価方法について研究していく
ことにした｡
2.オープンエンドアプロ-チについて
:LlI答が塊泊りにもIpT能になるように条件づ
けた問題 (オープンエンドな閉居)を用いて
の設定によって授兵を行い､止答の多様性を
横棒的に展開する指埠の展開をオープンエン
ドアプローチというO
オープンエンドアプローチによる授薬で目
指されるもU)は､子どもが既習の知孤や技能､
ともに､今後の排胤 も述べているO
牧草的な考えカなどを活用して､困難に対処
していく憶鹿を育てることとされている｡
は碑 邸例などからi･どもは個人追求で積極
的に放り組むことが出来､飽田追求において
もたくさん出された解や解法について検討し
ていき､それらを理解したりlつの間増でも
多様な考索ができることを組織することがで
きるようである｡また､家庭学習においても､
今回の投薬を活用してrl"馬を解決しているこ
とが宙かれてあり､さらに発展させたft"堪Ⅰに
おいても脈くことの出来るようなアプローチ
であることが分かる｡
3.仮説
的車のオ-プンエンドアプローチの意義と
よさを括･川して次のような仮税を立てたO
｢オープンエンドの問題を用いた設定によ
って授業を行った後で､授業で用いたものと
同じ探題とその捉粗から沸き出されるいくつ
かの解や解法を掲載した背後閉域を1乍成し､
それを提示したとすれば､関心 ･意欲 ･態度
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があるナビもならば､授業で学んだ内容を生
かし､事後rm規で提示された解や解法につい
て検討し､そしてさらに事後Itf)魔で提示され
なかった解についても記述しようとする｡｣
そして､この仮説に基づいたrA心 ･意欲 ･
他度の評仇方法について検討していくことに
した｡
4.現毛削こおける臥し､･意欲 ･傾度の評価に
ついて
ここでは､第3車で述べた仮脱に基づき､
評価方法について以下のように設定すること
とした｡
まず､オープンエンドの問髄を用いて解の
多様性を碩捷的に展開し､そうすることで子
どもが解の多様性を絡めることが出来､多様
な僻や解法､それが成り立つ理由を検討する
ことの出来るような授業を設定し､指導展開
の各項目における相称観点を設定することと
した｡
また､関心 .意欲 ･傾度のみに限った押仙
目標､判定区分を設定した上で､今回の授業
で用いたものとIE]じ問題と､その鉄塔から弾
き出されるいくつかの解や解法を掲載した事
後問題を設定し､その事後問題に即する評価
内容､W･価規準を設定することとした｡
一 仮説に基づく評価方法の設定捕追-
5.評他日.,75と判定区分について
授業の設定について述べる前にこの研究の
趣旨を考慮して r関心 ･意欲 ･慢度Jの評価
目標の設定について述べることにする｡
評価目標 :今回の授業で学んだことを進んで
活用しようとする｡
判定区分 :｢十分満足｣ ｢ほぼ満足｣｢努
力を要す｣の3段階に分け､それの評価規準
に僻らし合わせて子どもの舶答川桁に判娃結
果を軒き込むときには､A.B.Cと書くこ
ととした｡
6.授業の設定について
ここでは､まずオープンエンドアプローチ
による授業を実施する酌にしておく準備段階
としての摘草計画についてまず述べ､その後､
授菜の設定について述べていきたい｡
§1 指導計画の立て方の設定
･抹朋を子どもに分かるように記述する.
･予想される反応例を列挙する｡
･相称観点を柑埠展開の各項目ごとに挙げ
るo
･時間に余裕があるかどうか検討するO
§2 授業の設定について
授業は､学習指導を進めていく上で次のよ
うな流れに基づく授業展開を設定し､それぞ
れにおいて具体的に配慮を加えたo
A.提示された問題内容を把握する (問題把
堤)
例題提示にあたっては､子どもが､どのよ
うなことをしたらよいかとまどいがちになる
ことが予想されるので､問題文を統み上げ､
間周内容と求められている内容を丁寧に脱明
していくことにするOまた､複雑な図形など
を取り上げた閉館にたいしては､rF]儲提示さ
れた図形を模造紙に書いたものを黒板に掲示
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してからわかりやすくrtH拙内容を脱u))してい
くこととする｡
u.個人で考え､既潮の知級やそれが成 り.立.
つPlI_Ltlについて考雛する (脚人追求)
机ILTl巡視を行い､子ども一人ひとりU)戊応
や様:[･を見ることで､生徒の個人追求をJTEiLB
させるとともに､今後の授業展開についてlり'･
偶I戊することとしたO また､とまどう!I三従
が多く見られるような場合は､作業を一一時Lll
断させ一例を挙げることで､すJ{てLf)7･ども
がr汁個 内容をBJi如 し､粘り強く収り組めるよ
うにするようにすることとした｡
C.ljで考えた内容を発火 し､Luされた複数
の解やそれが成り立つPy.山などを比較検討す
るO(集Ft]追求)
一一人ひとり0)-71どもの考えや答えが航祝さ
れるよう.ある特鮭の子どもの.BI見だけを放
り上げ､一定の方IW寸けを他の全員にホ唆す
ることがないように､配慮 しなければならな
い｡そのため､蒐複 している意見も取り上げ､
それらが一一-つの鰍 こまとめられることや､解
法や解が成 り立っ理tljについては､論理的に
矛盾がないかどうかということも､他の干ど
もにも価格させるようにする.また､Fu適っ
た脈や解法等も碩睡的に取り上げ､他の7･ど
もからそれを指摘させるようにすることとす
る｡
I).CでLJ]された多様な考えやそれが成 り立
つ理山などを振り返り､提示されたrlTJ切から
鮒がたくさん生 じることを認粍する｡(まと
め)
集L3]追求で時は)がとられてしまうことがT･
想されるのでこのまとめは､個人によるもLr)
と集団によるものとを設&'したO
脚人によるまとめでは､個々のTどもが収
tJの他人追求の段階では思いつかず､集川追
求の段階で見つけられた解や解法について見
休的な操作を嫡して振り返り､それらu)解や
仰法についての別解を深めるとともに､捉示
されたrurJ雌から多様な解や加法が存tL･:するこ
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とをilJ,組織させるようなまとめにすることと
する｡
また集L:_Jjによるまとめでは､今JgJO)授業で
山された解や解法について丁呼に振り返り､
たくさんの脈や如法が山されたことを述べた
り､述べさせたりすることで､事後IHJ越に結
びつけられるようなまとめをすることとす
る｡
7.平復rlりRilの設k'
こV)gl後rLrJ題は､関心 ･唐欲 ･値腹を評仙
するためu)ものであるので､-F･ども一人ひと
りが1.日確に対してl外しや親 しみを持ち､意欲
的に自ら進んでFE円価に触り組もうとする態度
を引きLElすことができるような間期内容であ
る様に殻追されなければならない｡また､/f･
どもの記憶農や知識や技能における学ノ)a)価
人井を狭め､評価の伯頼性が高いものとなる
ように設定しなければならない｡史にまた､
提示された解以外の鵬を7･どもが記述しよう
とするように設近しなければならない｡そこ
で次のような点を二L大して串後問題を設定す
ることとした｡
①生徒と同学年のチビも (太郎君)を登場さ
せ､太郎君に今学習したIV]頓と同じ問題を解
かせ､太郎君の解答は今回の投薬で学んだ解
法によるili答なもののみを提示するOまた､
太郎君の脈答は肉筆のものとする｡
生徒とIi71学隼の人郎刃が今-7-どもの学習
した和也を解くことによって､生徒は､この
帆塩に親 しみを持って､太郎君の脊いた解答
内容を検討できるであろうと考えた｡
太郎君の解答を正当なもののみに限定する
ことで､太郎君の解答内容以外の解答を子ど
もから言わせやすくなるのはないか と考え
た｡また､これは尖際 T.A の毅を借 りて､
耶2薪で採 り上げた直角三角Jr'V,と中点連結定
PJ!のtTtJ腿を川いたオ -ープンエンドアプローチ
による授菜を行った後､太郎光の解答内容が
洲山村.'火にJ.LづくもL/)であ7JlL後川1旭を紋止
してみ/二がやはり､1.7,V)/l'.祉しか人付目t;i/)
揮いた即答以外U)即が存tLIすることをいって
おらず､r矧)r3V)l典】係は､併紺的な推論をす
ることでいつでも成り立つから淀Pjt.をはって
楓係を見つけよう｣ということにとどまって
しまった生従が残り食的となってしまい､今
F･Jの坂祝に娼づく叫後Ilu軸には適さないこと
が分かった｡よって､太郎梨の解答内'群は授
弟でJ半間したiE答によるものとした0
人郎岩の脈答内容を内勤 こすることで､:T･
どもが親しみや現実性を持ち､こV)りIL後lm腿
に対して械極的に触り組めるであろ･)と考え
たo
②授発車に帯いた岐南は汁'jさずに､そL7)まま
Ll)状値で叫後脚周に放りSU_ませる｡
これは､子どもの知沌 ･技椎における乍ノ｣
の個人差を考度し､この僅菜で学んだ内容を
忘れてしまった千ども､授菜ではあまり追求
できなかった r･どもも､I.u板をみて､今日の
学習内容を進んで活用できるように札廠 し
た｡
③子どもには ｢下の太郎君の解答を見て､あ
なたは太郎君にどんなことをいってあげたり
ア ドバイスしてあげたいですか0人伽Jl.にい
ってあげたいこと､ア ドバイスしてあげたい
ことをすべて衝きなさい｡｣というIJ恥､かけ
をする｡
この問いかけに至るまでには､｢下0)人即
発の舶答をみて､今回の授菜を受けたあなた
は､太郎君にどんなことを ･･･｣という｢今
回の授業を受けたあなたはJを入れることも
検討されたのであるが､そうすると如拙 ･技
能の内容を考慮しなければならなくなるし､
評仙El標である ｢今回の投光を進んで括川し
ている｣の ｢進んで｣が､弱くなってしまう
ことから見終的に､上のようなIuJいかけを紋
延することとした｡
①時間については 1O分程JiEとする｡
鴨川をあまり良くとりすぎると r太郎那U)
iltいた郎芥o)どこか日"過っているんだろう
か｣と恕い､机探しをしてしまうT-どもがLLl
ることを防ぎ､太郎君の解答内容を検討し､
それに丸するコメン トやア ドバイスをうる鴨
川1に相当するIl榊】として IO/))程度と談にす
ることとした.I
これらU)_し_夫により■Jl後IJr.1粗を適切なも(/)
にし､子どものI娼JL･意欲 ･懐度を評仙する
こととしたo
FF 一 ▲相場… 片 -= 〒 1
今日の授叢で学習したlul周とl司じ｢即題を
隣町には_む〇 年/Jiの太郎I!.iこLUしま
問いかけ
この日.rJ雌に対して太郎邪は､次のように
答えました.これをみて､あなたは太BJ
君にどんなことをいってあげたり､ア ト
バイスしてあげたいですかo太郎君にし
つてあげたいこと､ア ドバイスしてあけ
太郎君L/)解答(肉弾t7)もの)
一 群後関越の桝造 -
8.耶後FHJ層における評価内容 ･評価規雅
評価l-]頓は ｢今回の授業内容を進んで活用
しようとする｣と設定したことから､部後聞
地にuJLたもU)として ｢太郎刀の熊谷内容を
検討しているか.｣｢史に太郎君の解答内容
以外の解答がたくさんあることを太郎君にい
おうとしているか｣という2点を評伽内容と
して娃めた｡そして､ilET述の ｢十分捕捉｣｢ほ
ぼ満足｣｢与り)を要す｣の3つの判定区分に
それぞれ即した評仙観点を決め､次のような
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計1;仙規tilflを(汝止したO
十分滴姓 (∧):太郎1Tが.tlL､た解答内容を
検討し､史に太郎岩が発見できなかった解答
についても太郎君にいおうとしている｡
ほぼ満足 (t3):太郎罰が軒いた解答内容を
検討している｡
努ノ)を要す (C):太郎3!Aが狩いた即答内容
を検討していないO
そして､小後問題ごとにこ0)押IdrI規卿に此
づいて太郎茄の古いた解答内容o)細分を.TF一細
に表した評価規岬を作り､それに即して評価
することにした｡
また､今回の評イ桝ま ｢関心 ･食欲 ･使度｣
のみの詐仙であることから､記地政や知沌 ･
技能における個人差 ･稚ノ)差を配慮し､太郎
君が杏いた解答をJrE答 ･軌答と判断している
かどうかや､太郎nJ-が見つけられなかった解
答内容がil:_答であるか凱答であるかどうか
は､いっさい評価祝点に含めないこととした｡
9.仮税の検紅とまとめ
ER租 (岡山大学付属JI7学校)や TA,にお
いて､前述の仮設に品づいた授某と評他を行
った｡その結果､4O人のィ.どもの評仙をわ
ずか2O分ですることができたCまた､叶後
聞雌に脊かれてある子どもの反応から投薬で
了･どもが学び取ったものを読みとることがで
き､今回の授鼻の振り返りがしやすくなり､
今後の目標や裸増を立てやすくなった｡
しかし､太郎君の解答内容を検討している
のかどうかを統みとりにくい反応もててき
た｡そこから事後問題の問いかけ ｢下のAf等
をみて､あなたは太郎常にどんなことをいっ
てあげたり､ア ドバイスしてあげたいですか｡
太郎君にいってあげたいこと､ア ドバイスし
てあげたいことをすべて置いて下さい｣を､
｢賀rZり1 下の解答を読んで､あなたはどう
思いますか｡耳nlJ2 太郎糾 こ何かいってあ
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げたいこと一､ア ドバイスしてあげたいことが
あれば市いてあげて F-さい｡｣というように
見る-Fu'Ycむ -一･つL7)ruい かけ-二つL7)lJuいか
けにすることでだいぶん結果が見やすくなる
であろうと今､振り返ってみて考えている｡
また､授業V)Ll_L方によって評佃i結果が異な
ってしまうことにも気づいた｡
よって今後U)練博としては､誰によって実
施されても､いつの段階で実施されても､向
じ乍習目標を達成できるような'17=習相弔につ
いて研究していきたい｡
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事後問題
今 日の授業で学習 したのと同じ問越を隣町に住む中学 2年生の太郎君に出 し
ました｡
間層
右の図のような△A13CがあるO△^JjCは∠D-9
0 0 の直角三角形で更に､ACの中点をDとする｡そ し
て更に､ADの中点をE､DCの中点をFとし､BCの
中点をGとする｡そして､AB上に点1-1をとりBDとH
Eは平行になっているものとする｡そ してBDとHGの
交点を 1とする｡
この図形を見て成 り立っ関係 .(辺についての関係 ･角についての関係 ･図形の
大きさについての関係 ･図形の形についての関係)をいろいろ見つけそれ らの
関係が成 り立っ理由も書きなさい｡
上の間周で太郎君は､次のように答えま したo 下の解答を見て､あなたは太
郎君にどんなことをいってあげたり､ア ドバイスしてあげたいですかO太郎君
にいってあげたいこと､ア ドバイスしてあげたいことをすべて書いて下さい｡
oAH=BH
瑠hHE･PBDよ)-J句形と鋤 お 里L)A冊 B-AE:Eb-/:7
ふてAH-BH
｡∠AHE=∠ABD
u∠AEr(-Lot)冒
曙由:HEPB♭より叩立巧が 象 く./dIも押
∠AHE-∠ABD′∠AE臣乙仲B
aAAlIEcD』∧BP
~-;I-I
冊E-乙BAF7(栗動
AHE
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直 角 三 角 ブr多 と 中 .点 迎 糸古 刀三 理
1事後間周 の評価結 果 (岡山大学付属 中学校)
評仙 規 弔 人 数
十分満 足 太郎 君 が 見つ けた 関係 とそ れ が成 り立つ 13人
理 由 を検 討 し､ さ らに太 郎 君 が 見つ け ら
れ なか った 関係 や そ れ の成 り立つ 理 由 を
太郎君 にいお うと してい るO
ほぼ満 足 太郎君 が見 つけた関係 とそれ が成 り立つ 2 1人
理 由 を検討 して い るO
努力 を要す 太郎君 が見つ けた関係 とそれ が成 り立つ 5人
各評価規 準のデー ター
十分満足
･三角形 と比 の定理 って何 ?合 同 もあ る よ｡ 形 につ いて も考 えてみれ ば よい O
･もっ とた くさん探 しな さい｡ AC/HGを出 してお く とい っぱ い角 が でて く
るぞ｡
･△ A aDだけに注 目す るのではな く､別 の三角形 (帆 :△ BD C,△ A BC､
△ BHGな ど) に注 目すれ ば よい と,Rtう｡
･比の定理 が よ く分か らない｡ 四角形 H ED Bが台形 だ った らど うな るのか を
もっ と事 けば よか った｡ (ほかの関係 も成 り立 ってい くのでは｡)
･A H - BHは私 もや ったが うま くい か な か った｡ で もよ くや った ね｡ (私 の
場合 は何 かが足 りなか った｡) ア ドバ イ スは△ BG 1≡△ CFGをや ってみ た
らど うかな｡ とって も竹串だO 私 もで きたo あ と相似や 面積 に もチ ャ レンジ し
た らどうだい｡
ほぼ満足
･台形 とい うのは気づ きませ んで した｡ 恐れ 入 りま した｡ 三角形 と比 の定理 ､
そ ういえば あった よ うな気が します｡ たぷ ん A H - BHの証 明 を発 展 させ る と
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△AHEと△AUl)の相似 にな る と.Llr.い ます｡
･順序 も1F'りま しょ うO細 か く衝 きま しょ うね. Li しいです｡
IAl-BHの理 由の三角形 と比の定理 とい うのが分 か らない｡△AHEと△
ABl)の で､29Jがそれぞれ 等 しい と軒い た方が よいo∠AlE-∠∧BD(l
E/BD よ り同位 角 が 等 しい) とい うの で H E/ノBD とい うの を別 に した方 が
よい｡
･乱EnJJが とて もて いね いだC 相 手に分か らせ るた めの ものだか らも う少 し簡 単
に,
･大変わ か りや すいです｡
これ だ と長方 形 とい うこ ともあるので 台形 の理 由 とい うこ とには な らない と
思 い ます が どうで しょ うか｡
努ノJを要す
･よって は ∴に 書き換 えた方 が よい と私 は想 うのです が｡ 2が数 字 の 2に見 え
ない｡ きちん と2と杏 こ う｡
･数学で快 にア ドバイスが ほ しい とはいい度胸 だね ｡
･わか りに くい､字 をきれ いに ｡
･四角形 の記号 を膏 くときは左 Lujりでな く､右 回 りで書 いた方 が よい｡
･理 由 と して分 けるのではな く､理 由 と成 り立つ 鞘係 といっ しょに嘗 く｡
∠AHE-∠ABD ( )
( )に理 由 も書 く
評価結果 の分析 と考察
太郎君 の解答 として∧11-8日が成 り立つ理 由の中に'三角形 と比 の定理 (潔
京 幸作 ) よ り" とい う言薬 を挿入 したた め に"三 角形 と比 の定 理 って何｡" と
記 述 して いた生徒 が見 られ た (10名)O 生徒 が この定理 を" 平行 線 と線 分 の
比 の性 質 (啓 林 鯨)" と して学 習 してい る こ とに気づ かす に この授 業 を依頼 し
て しまった こ とか ら生 じた こ とと考 え られ るd また､授 業 中の 自己追 求プ リン
トで もAH-らHに着 目 した生 徒は 2 6名 と多か ったので あ るが､それが成 り
立 つ理 由 を正 しく香いてい る生徒 は 11名 で あ り､そ の理 由 を述べ るのに三角
形 の相似 を用 い た者 は 6名 で あ り､"中点連結定理 の逆 ?"と書 いた者 は 1名 ､
平行線 と線分 の比 を用 いた者 は 2名 で あった｡ 一方成 り立つ理 由 を換 った生 徒
は 15名 お り､そ の内訳 は､" 中点連 結 定理 を用 い るこ とに よって成 り立つ "
とい う記述 を していた生徒は 10名 お り､"中点連結定理 よ りHはABの中点 ?
" と してい る者 が 1名 いた｡ また理 由 を記述す るこ とな くAH-BHを見つ け
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て い る もU)は 24.お り､そU)ほ か ､" ∧ E- E.D (仮 定 ), llLi- LiL). .'.A
Ll -ul-L" と して い る者 (1g.)や ､" 日 とい うの は ∧ Bの LIT点 だか ら" と記
述 してい る者 (1名 ) もいた｡
この こ とか ら､∧EI-uIIにつ いて考 療す る場 を設 けて ､お互 いに封的す る
機 会 を与 えれ ば ､中点連結 定理や ､そ の逆 の定理 につ いて振 り返 った り､演坪
的 な推胎 を深 め るこ とがで きるこ とで 軒径 間租 に対 して積極 的 に放 り組 も うと
す る意欲 を向上 させ るこ とがで きたのでは ないか と考 え られ る｡
太郎君の解 答 と して四角形 HEDBが 台形 とい う関操 が成 り立つ 理 I1と して
" 1 1三〟BDだ か ら｡" を堆 示 したの で あ るが ､ 生 徒 の解 答 と して は" これ は
旺明 にな らないO"､"湖 山にな らな い｡"､" 長方 形 の韻合 も考 え られ るか ら理
由に な らな い｡' とい う解 答 を して い る生 徒 が 3名 お り､" この理 由が 分 か ら
ない" とい う解答 を してい る生 徒が 1名 いた｡
この こ とか ら､授 文 中に凹角形lJEaDにつ いての意 見が LUな い堀合 で も､
教師 の方 か ら r凶角形 H ED J)は どの よ うな図形 にな ります か｡｣と問 いか け､
生 徒に理 由を も含 めて考 頼 させ ､台形 の性 質や いろい ろな四角形 につ いて振 り
返 らせ ､台形 の成 り立つ条件 を再絶酪 させ るこ とで､事 後 間規 に取 り組 も うと
す る意欲 を向上 させ るこ とがで きたのでは ないか と考 え られ るO
また､事後問題 4与お いて太 郎君 の解答 内容 (太郎君 が考 えた推 輸内容 と見つ
けた関係 とそれ が成 り立つ理 山) につ いてはふれず ､太郎君 の理 由の 脊 きカ に
細 か い注意 を与 えていた生 徒が 3名お り､ また太郎君 の書 い た解 答 内容 を検 討
した上で太郎君 の理 由の春 き方 に細か く注意 を与 えて いた生徒 が 8名 お り､ け
い 11名 いたo これ は付属 中学校 の生 徒の特 質 なので あろ うか｡
(平成9年3月31日受理)
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